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1 ８ 陳 情 
第 ５ ８ 号 

 
新宿区内の野良猫に関する陳情 

 
付 託 委 員 会 

 
福祉健康委員会 

 
受理及び付託 
年 月 日 

 
平成１８年１１月２４日受理、平成１８年１１月３０日付託 

陳 情 者 東京都新宿区 
 

（ 要 旨 ） 

１．猫を飼育する場合、登録制にすること。 
２．戸外に出す場合は飼い主同伴のこと。フンの始末は飼い主がすること。上記の内容を

主とする条例の制定をお願い致します。 

（ 理 由 ） 

１．狂犬病の原因になるから 
  １１月２２日の午後１０時テレビ朝日の報道ステーションの番組で狂犬病の発生原

因は犬だけではなく、猫・蝙蝠も発生原因であることが解りました。いつどんな形で狂

犬病が発生するかも知れません。こんな危険な動物を野放しにしてはなりません。速や

かに隔離する必要があると思います。 
２．住宅街の９０％以上の人は野良猫ゼロを望んでいます。署名を頂いた  名は戸建で

あってマンションの家族は入っていません。留守で会えない家もこの３倍はあります。

又、小売店・理美容業等も主旨には賛成ですが売上げが落ちるので署名はしませんので

訪問はしていません。本来得体の知れない人間が「住所・氏名・印をください」等と言

ったら即座に断られることが野良猫の被害の事になると殆どが是非お願いしますと署

名をくれました。如何に困っているかが解ります。 
  泣いて頭を下げるおばあちゃんを私は１０人位抱えています。 
  被害の内容の主なもの 
 ①おばあちゃんがクレゾールをまいたらその臭いでおじいちゃんが寝込んだ 
 ②悪臭でノイローゼになり食欲も進まない 
 ③３５℃の炎天下窓も開けられず空気の入れかえが出来ない 
 ④大事な植木が枯れた。好きでもない刺のある植物に替えた。 
 ⑤道路の反対側の人と３年間も口をきかない 
 ⑥暖かい車は殆どやられる。ボンネットは足跡だらけ。フロントガラスにおしっこ・爪

あと。 
 ⑦家の廻りの土の部分を全部コンクリートにした。戸建の緑は減っています。 
 ⑧防ぎ様がないのが寺院・神社だと思います。戸建を追われた猫が全部集って住かにし

ています。夏はノミが出ます。数え上げたらきりがない。 
 聞く所によれば先進国の都市周辺の住宅地に猫のフンはないとの事です。 
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 ロンドン・上海はエサやりは罰金だそうです。 
 この願いは３０００戸以上だと思います。不妊手術を始めて１５年だそうですが減って

いません。 
 野良猫がこれほど住民を苦しめていることを知ったのは昨年、平成１７年６月でした。

越してきた頃は猫の多い所だなあと思いました。フンは毎日やられました。今も続いてい

ます。しかしこれは個人間で解決すべき事だと思っていました。ところが或る日（６月６

日）私の管理地で猫にえさをやっている女性を見つけ問い質した所、役所と協定を結んで

いると聞き愕然としそんな馬鹿なと思って出張所に飛び込み現在の事実を知ったのです。 
 新宿区には大きな通りが５本あります。南から新宿通り・靖国通り・職安通り・大久保

通り・早稲田通り。沿線の商店会社以外の住宅街の９０％の人はエサやりに反対していま

す。可愛そうと思っている人も多くいますがフンの始末に責任を感じてやらないだけで

す。 
 殺すのはいけませんが収容所を作って隔離すべきだと思います。本当に可愛そうでした

らエサと共に暖も与えるべきです。猫は動物の中でも特に寒さに弱いものです。猫の習性

に合わない等言う人が居ますが狂犬病発生原因の一つでもあるならそんなことは言って

いられないと思います。区議会議員は政治家なのです。解決する義務があるのです。今の

ままでは猫フンは永久に続きます。エサをやる人はフンの始末をしましょう等の看板を

方々で見かけますが全くのナンセンスです。エサをやる人は人の寝ている早朝か夜１１時

過ぎです。食べ終った猫は方々に散ります。どうしてフンの始末が出来ますか。空いてる

公園を利用して収容所を作るべきです。エサやり人も堂々と出来ます。そこで不妊手術を

やれば確実です。予算がないと言いますが一時的なものです。街には議員諸氏のポスター

が目に付きます。今のままでは住みよい町、美しい町は実現できないと思います。 
 越す人が猫を捨てて行くといいますがそれはうそです。生まれて増えているのです。 
 野良猫問題の難しさ。 
議員諸氏のポスターに色々のことが書かれています。 
 子育て・減税・議員数削減・学費の無料化等、これらは住民間で争いがないからです。

野良猫問題は違います。住民間で利害が対立しているからです。野良猫問題は生活の一部

分であって主要部分ではありません。猫好きな人はフンなどは我慢すべきだ、車などは布

を掛ければ良い等、嫌いな人も近所つき合いを壊したくないから問題に出来ないのです。

先祖代々この土地に住みこれから先もこの土地に生きる人々にとっては争いごとはした

くありません。しかし議員諸氏は違います。政治家なのです。一般人と一緒では議員の資

格はありません。解決して安住な町をつくる義務があります。 
 ポスターには何でも相談してくださいと書いてありますが野良猫問題には口をつぐみ

ます。今議会で是非問題にしてください。 
 


